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去る7月30日にお亡くなりになられた内田俊彦さんと共に志をひとつに映画「ら・かんぱ
ねら」を支えたメンバーとして、心から哀悼の意を表します。

俊彦さんは、60歳の退職まで漁協の職員として勤められ、常識者で知見、見識を合い適
えた方で私をはじめ大勢の人に心のこもったアドバイスをする等、絶大なる信頼の持ち主
でした。また、趣味も多彩で釣り用ボート、カラオケ、素潜り、バイクツーリングと多く華やか
でした。特にバイクは複数台有する程で、40年近く続くツーリングクラブの会長を務めて頂
きバイクの楽しさを教えてくれた人でした。

俊彦さんを映画「ら・かんぱねら」の支援する会のスタッフに誘ったのは私でした。経験豊
富な知識を生かして貰おうとお願いした所、支援する会の発会前から規約、定款作りに尽
力を頂き、支援する会のアドバイザーとして活躍されました。その他、車両班として、映画
の準備が進む中、マイクロバスを運転し福岡空港まで製作スタッフを出迎える。ロケ中は、
早朝から深夜に至るまで送迎に努め、独特な口調で話し掛けて疲れているスタッフの気持
ちを和らげて感謝されていました。

親愛なる友に捧ぐ

映画「ら・かんぱねら」を支援する会

BOSS 川崎 賢朗

～内田俊彦アドバイザーを偲んで～

「ら・かんぱねら」の完成おめでとうございます。この作品は、佐賀の魅力で溢れていて、
中でも海苔養殖については非常に詳しく描かれ、今年度から海苔に関連する仕事に就い
た私にとって非常に勉強になりました。父は、支援する会のメンバーとして映画に関わらせ
て頂いていましたが、支援する会の活動をはじめてからはより一層生き生きとしており、こ
の活動が父の「生きがい」となっていました。「今日もかんぱねらに行くけん」と楽しそうに
準備をしている様子は今でも覚えています。

完成した作品をみんなと一緒に観る事が叶わず、非常に悔やんでいる事だと思います。
クセの強い父を温かく迎え入れ、優しく接して頂いた支援する会のみなさまに感謝致しま
す。ますますのご発展を心よりお祈り申し上げます。

(内田さんの娘・遼子さん) (内田俊彦さん)

また、PR隊としても映画のモデルになった
徳永義昭さんのピアノコンサートなどでは、
チラシを配ったり協賛金をお願いしたりと支
援の輪を広める活動をされていました。

支援する会のために一生懸命行動され、
充実した日々を送られていた姿が今でも目
に浮かびます。俊彦さん、念願だったスタッ
フ一同が揃った特別披露試写会を観る事は
叶いませんが、一番良い席を用意しますの
で一緒に楽しみましょうね。 合掌

支援する会に参加して
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～原征治さんを偲んで～

上司は天国の映画館で観賞してます

この度は、映画「ら・かんぱねら」の完成おめでとうございます。

私はSNSでの情報発信の担当として支援する会に参加させていただきました。仕事の都
合によりあまりお力添えできませんでしたが、仕事先である障がい者支援施設での缶バッ
ジを製作したことにより障害者の人達も社会貢献できた喜びの一つになったのではないか
と思います。

この作品には、佐賀市内の浪漫座やレトロ館、それに有明海での海苔養殖など撮影さ
れた箇所に佐賀県の魅力が溢れていました。一緒に活動していた前職の上司である原征
治さんと完成した映画を観れなかったのは、とても悔しい気持ちでいっぱいです。

原さんのことだから天国の映画館で「ら・かんぱねら」を観ながら、主演の伊原さんをかっ
こいいとか、南さん美人とか呟いていそうです！ひとりで試写会にいきましたが、いろんな
方が私に声をかけてくださいました。

支援する会の素敵なスタッフのみなさんと関われる機会を与えてくださったことに感謝い
たします。益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。

映画「ら・かんぱねら」を支援する会

支援チーム 古川 彩華

支援する会に参加して
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全15段（１面）広告 佐賀新聞  2025.1.26
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みんなに出逢えて良かった

映画「ら・かんぱねら」を支援する会

デスク 鐘ヶ江 留美子

2022年初夏 佐賀東高敷地内にある不知火同窓会事
務局のドアがノックされ「どうぞ～」のかけ声と共に3人
の男性が入ってくる。あ、徳永さんだ… 私が“映画ら・
かんぱねら”と縁が繋がった瞬間でした。

「今度、徳永義昭さんをモデルにした映画を作る事に
なったんだよ」と鈴木一美監督。「同窓会さんにもお世
話になると思います」と川口浩史プロデューサー。へぇ
～映画作るんだ～。この時戴いた「極秘」の印が押され
た台本を読む事なく一年放置した私は、2023年6月、一
度の熟読で同窓会の事務局を兼ねてデスクを受ける
覚悟をするのでした。

まだ事務所もない、パンフレットもない、ポスターもな
い、もちろん名刺もない。ないないづくしの中で「極秘」
の台本一冊を手に、毎日毎日支援する会を立ち上げる
準備に奔走するBOSS(川崎賢朗さん)と常さん(川原常
宏さん)それに監督。協賛用の口座や郵便振替用紙を
作るのにどれだけの時間を割いただろう…。規約も作
らなきゃ、発会式には何が必要？メディアはどうする？
手探りの状態から始まった、これが支援する会のス
タートでした。これが一年後とんでもない会へと変貌を
遂げます。協賛金集め、オーディション、炊き出し、試
写会。スタッフみんなの結束力は凄いものがありました。
どんなに大変でも常に笑顔で場の雰囲気を明るくしてく
れます。いつも私達を助けてくれました。

監督、第二の人生への大きな一歩となりました。声を
掛けていただきありがとうございました！BOSS、時に
お互いの意見がぶつかる事もありましたね。でもBOSS
だったからついて行けました。常さん、どこに持って
いって良いか分からない気持ちを何度聞いて貰った事
か。あの時の涙は忘れません。そしてスタッフのみんな。
みんなが居なければこの映画をここまで盛り上げること
は出来ませんでした。感謝の気持ちでいっぱいです。
映画「ら・かんぱねら」と「みんな」は私の財産です！み
んなに出逢えて良かった！本当に本当にありがとう！

最後に一歩を踏み出せずにいた私の背中を押してく
れた子供たち、これからもよろしく。内田さん、原さん、
天国からみんなの姿見えてますか。

映画立ち上げに関わって
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映画に携わってくださった皆様に感謝

先ずは、この映画に関わって頂いた皆様に心より感
謝を申し上げます。エンドロールに流れるお名前の他
にも、本当に多くの方々、おひとりお一人のご支援や
ご協力が、この映画を完成に導いて頂けたものと思っ
ております。

映画をつくりたいという鈴木監督の想いが、ほんの
小さな火種となり、ここまで広がり盛り上がったのは、
陣内会長率いる映画「ら・かんぱねら」を支援する会
の役員の皆様、そして、仕事の傍ら支援する会の縁
の下を支えてくれたスタッフのみんなのお陰です。

この支援する会を立ち上げるにあたり、陣内会長や
西久保副会長が、やろうと！という決断をして頂けな
かったら、この映画は動いていなかったと思います。
また、佐賀の映画を創るために力を貸して頂いた理
事の皆様がいなかったら、この映画は・・・。

私自身もそうですが、みんなが初めての経験という
中で、何をどうやればいいのかも分からず手探りでの
事務局運営となりました。完成まで幾多の壁があり、
それをみんなでひとつひとつ乗り越えて来ました。本
当に大きな壁を！その壁を乗り越える度に、スタッフ
の結束力が強まり、それぞれの心に自分たちの映画
を創るという「夢」が芽生えてきたのではないかと思い
ます。

主演の伊原剛志さんや南果歩さん、そして不破さん
からも「この映画は皆さんの映画ですよ！」と言って
頂いた事は、みんなの心のこもった撮影サポートやそ
の結束力を感じて頂けたからではないかと思います。

私自身もこの「夢」を成し遂げるために、走り続けて
きました。みんながいてくれたから、走り続けられたし、
みんながいてくれたからこの「夢」を叶えることができ
ました。そして、みんなでみんなの「夢」を叶えること
ができ、映画が無事に生まれました。

この映画をひとりでも多くの皆さんに観ていただける
事を願い、この映画「ら・かんぱねら」に携わって頂い
た全ての皆様に心より感謝申し上げます。私たちに
「夢」を持つきっかけをつくってくれた鈴木監督、あり
がとう！

最後に、この映画のモデルとなった徳永義昭さんと
奥様に、敬意と心からの感謝を申し上げます。

映画「ら・かんぱねら」を支援する会

事務長 川原 常宏

映画立ち上げに関わって
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スタッフのみなさん、お疲れ様でした

映画「ら・かんぱねら」を支援する会

事務局長 川崎 賢朗

振り返れば2023年春、川原常宏くんと鐘ヶ江
留美子さんと私の3人からのスタートでした。

夏頃には少しずつ集まり始め10月の支援する
会立ち上げの時には、組織図が出来上がりま
した。2024年に入ると本格的に協賛金集めに
没頭し、2月に入ると連日徹夜状態でのエキス
トラオーディション募集の作業。終わったと思っ
たら2日間のオーディションに対してのクレーム
処理、3月に入りクランクインするとロケのお手
伝い、車の手配や運転、炊き出しと沢山の人に
頑張って頂きました。

そして夏を迎える頃には映画のPR活動が本
格化し始めました。秋になると特別披露試写会
のチケット発送、会場下見や配置の確認、本番
と振り返ればあっという間の濃ゆ過ぎる2024年
でしたね。

今年2025年に入り1月31日一般公開の時も3
日間満席プロジェクトを立ち上げ、ヘトヘトにな
りながらみんなの力で3日間満席にする事が出
来ました。そんな時、いつも疲れを吹き飛ばし
てくれたのは笑顔で迎えてくれるスタッフルーム
があったからだと思います。沢山の皆さんに絶
大なるご協力を頂き数々のミッションをクリアさ
せてきました。

スタッフの皆さん本当にありがとうございまし
た。そしてお疲れ様でした。

映画立ち上げに関わって
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おわりに

皆さん覚えていますか？

一昨年の支援する会の発会式が終わり、マスコミ取材の時のことです。女性の記者さん
からの質問の中に、この映画の作り方は「佐賀モデル」ですねと尋ねられました。

その時は、協賛金を募って映画を作るやり方を言われていました。そして支援する会も目
標金額1億5千万円の協賛金を集め映画を作るのが、最大の課題であり使命だと思ってい
ました。

しかし実際には協賛金集めは勿論ですが、出演者を決めるオーディションも県内外から
凄い数の応募者があり、リストの登録、連絡、進行、それに伴う多くの問い合わせやクレー
ムの処理まで、支援する会が前面に出て動いていました。ロケーションでもそうです。ロケ
現場を作り上げるための大量の家具、生活用品の搬出から掃除等、その他にも食事をす
るテント、イス、場所の確保に至るまで、支援する会のネットワークを活かし、友人、知人、
そして各種団体などから調達したのです。

また、ロケ中に至っても、車両の提供のみならず運転、映画に出てくる美味しそうな料理、
小物など、少ない製作スタッフをサポートしていました。支援する会のみならず、漁協の女
性部の皆さんも協力をいただき、ロケ中の食事にも大いに喜んでもらいました。ロケ中の
お弁当は冬の終わりとはいえ直ぐに冷たくなりました。そこで料理や温かい汁物を作り俳
優さんや製作スタッフの胃袋を温かくし、やる気を起こさせたりモチベーション維持に一役
かっていました。約1ヶ月間、みんなよく頑張ってくれました。

10月行った漁業者向けの特別試写会、一般向けの11月17日の完成披露試写会も支援
する会が主体となって開催しました。完成披露試写会では、当日ポスターやチラシが使え
ないなどのトラブルを乗り越えて、大盛況に終える事が出来ました。

年が明け1月31日から、イオンシネマ佐賀大和で始まった一般公開での舞台挨拶や満席
プロジェクト、館内整理のお手伝い。満席が続き館内の発券機には、毎日長蛇の列が出
来ている状態が発生していた。そんな中、お客様に気持ちよく映画を観ていただきたい一
心で、自主的に行動を起こし、お助け隊を結成して毎日早朝から笑顔でサポートを行った
スタッフたち。

このような行動が1館で2万人超えの奇跡を産み、全国へと繋がって行ったのです。こうし
て支援する会スタッフは困難を乗り越える度にスキルが上がり、自主性が出てきたのです。

最後に紹介しますが、宣伝配給スタッフにも頼もしいウチのスタッフが入っています。前
職のスキル、人脈を最大限に活用して、舞台挨拶の段取り、司会はもとよりマスコミを使っ
た映画の宣伝、映画館の掘り起こしなど、多岐に渡り今なお活躍を続けてくれています。

これが幾度となく困難を乗り越えて創りあげた真の「佐賀モデル」ではないでしょうか。

事務局長 川崎 賢朗
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川崎 賢朗
川原 常宏
北村 和秀
鐘ヶ江 留美子
千住 友二 飯田 豊一
藤田 佳典 進 智恵  
池田 史子 古賀 宏
石隈 由紀子
製作配給委員会



発 行 映画「ら・かんぱねら」を支援する会

発 行 人 川崎 賢朗
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